
下和田東4号線 1号橋　補修図 S=1:20

断面修復工・水切り設置工補修一般図

水切り設置工 L=2.26m

水切り設置工 L=2.26m

U1

T6

T2

T1

T9

T8

T5
T4
T3 T7

A1 A2

S=1:1

A1 A2

A1 A2

断面修復工

（ポリマーセメントモルタル）

鉄　筋 

鉄筋防錆処理
断面復旧材（ポリマーセメント系）

カッター切断

（σck=21N/mm2以上）

断面修復工

合計(㎡) 2.675

水切り設置工

2 5

2
0

接着材：エポキシ樹脂

材質：EP D M系ゴム

1.水切り材を設置する下地面を清掃し、ホコリや油分を取り除くこと。

注記

2.設置面に凹凸が多い箇所は、不陸調整を行うこと。

1.施工前には必ず現況寸法実測を行い，図面照合等の確認ののち施工箇所を決定すること。

注記

2.劣化，不良コンクリートのはつりは，健全部に損傷をあたえないよう周囲に深さ1c m程度まで

  コンクリートカッターにより切断目地を入れ，内部鉄筋の裏側が露出する程度まではつり落す。

3.使用材料により，下地コンクリート面にプライマーを塗布する。

4.使用材料

  断面修復材はポリマーセメントモルタルとし，「構造物施工管理要領(平成2 5年 )東日本・中日

  本・西日本高速道路(株)」に示す断面修復材の規格に準ずる。

5.既設鉄筋に著しい減肉や破断などが見られる場合は、監督員と協議の上、既設鉄筋と同等以上

  の補強鉄筋を配置すること。

橋下面（床版）橋下面（床版）

側　面　図

平　面　図

橋長 2,900

橋長 2,900
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床版
断面修復工
水切り設置工

床版
断面修復工
水切り設置工

図 面 番 号

図 面 名 称

縮 尺

製図年月日
写図年月日

図示

米子市 都市整備部 道路整備課

令和　　年　　月　　日
令和　　年　　月　　日

第 7 枚 内 1 号

市道下和田東4号線
１号橋ほか３橋りょう補修工事

補修図1

(注) A3版は表示縮尺の1/2に縮小表示　　

重ね継ぎ手長の目安　４０D（D：鉄筋径）

　　４０D　≧　35.7×D

　　　　　　＝(σsa /(4τoa))×D　･･････････道路橋示方書Ⅲ(コンクリート橋編)P84

　　　　　　　σsa鉄筋の引張強度　SD345　→　200(N/mm2)

　　　　　　　τoaコンクリートの付着応力度　鉄筋構造物強度21 N/mm2　→1.4(N/mm2)

　　　　　＝（200/（4×1.4））×D



S=1:20上和田東大篠津1号線 1号橋　補修図

断面修復工・水切り設置工

補修一般図

水切り設置工 L=
2.3

0m

水切り設置工 L=2.16m

U1

T2

T3 T4

T1

A1 A2

S=1:1

A1

A1 A2

A2

断面修復工

（ポリマーセメントモルタル）

鉄　筋 

鉄筋防錆処理
断面復旧材（ポリマーセメント系）

カッター切断

（σck=21N/mm2以上）

断面修復工

合計(㎡) 1.140

水切り設置工

2 5

2
0

接着材：エポキシ樹脂

材質：EP D M系ゴム

1.水切り材を設置する下地面を清掃し、ホコリや油分を取り除くこと。

注記

2.設置面に凹凸が多い箇所は、不陸調整を行うこと。

1.施工前には必ず現況寸法実測を行い，図面照合等の確認ののち施工箇所を決定すること。

注記

2.劣化，不良コンクリートのはつりは，健全部に損傷をあたえないよう周囲に深さ1c m程度まで

  コンクリートカッターにより切断目地を入れ，内部鉄筋の裏側が露出する程度まではつり落す。

3.使用材料により，下地コンクリート面にプライマーを塗布する。

4.使用材料

  断面修復材はポリマーセメントモルタルとし，「構造物施工管理要領(平成2 5年 )東日本・中日

  本・西日本高速道路(株)」に示す断面修復材の規格に準ずる。

5.既設鉄筋に著しい減肉や破断などが見られる場合は、監督員と協議の上、既設鉄筋と同等以上

  の補強鉄筋を配置すること。

橋下面（床版）

平　面　図

側　面　図

220 2,030 250

橋長 2,500

1,531

2,551
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橋長 2,500

床版
断面修復工

床版
断面修復工

水道管
（鋼管φ20mm）

水道管
（鋼管φ20mm）

水切り設置工

水切り設置工

図 面 番 号

図 面 名 称

縮 尺

製図年月日
写図年月日

図示

米子市 都市整備部 道路整備課

令和　　年　　月　　日
令和　　年　　月　　日

市道下和田東4号線
１号橋ほか３橋りょう補修工事

第 7 枚 内 2 号

補修図2

(注) A3版は表示縮尺の1/2に縮小表示　　

重ね継ぎ手長の目安　４０D（D：鉄筋径）

　　４０D　≧　35.7×D

　　　　　　＝(σsa /(4τoa))×D　･･････････道路橋示方書Ⅲ(コンクリート橋編)P84

　　　　　　　σsa鉄筋の引張強度　SD345　→　200(N/mm2)

　　　　　　　τoaコンクリートの付着応力度　鉄筋構造物強度21 N/mm2　→1.4(N/mm2)

　　　　　＝（200/（4×1.4））×D



富益崎津3号線　１号橋　橋梁補修一般図

側　面　図平　面　図

下　部　工

A1橋台

断　面　図

A2橋台
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流入側溝 流入側溝
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10490

床版なし260
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橋台分割

床版分割

橋台分割

床版分割

補修工一覧表

工　種部　位

貫通ひび割れ補修工

地　覆

床　版

ひび割れ注入工 低圧注入工法（エポキシ樹脂系注入材 ３種）

断面修復工（鉄筋添架） 鉄筋・ポリマーセメントモルタル・左官

水切り設置工 EPDMゴム　（ウォーターカッター同等品）

低圧注入工法（超微粒子セメント系注入材）

ポリマーセメントモルタル・左官

ひび割れ注入工

断面修復工橋　台

橋台
ひび割れ注入工・断面修復工・貫通ひび割れ補修工

橋台
ひび割れ注入工・断面修復工・貫通ひび割れ補修工

地覆
ひび割れ注入工

地覆
断面修復工

床版
ひび割れ注入工・断面修復工（鉄筋添架含む）
水切り設置工

地覆
ひび割れ注入工

地覆
断面修復工

断面修復工 ポリマーセメントモルタル・左官

ひび割れ注入工 低圧注入工法（エポキシ樹脂系注入材 ３種）

断面修復工 ポリマーセメントモルタル・左官

鉄筋・ポリマーセメントモルタル・左官

１．補修寸法は現地実測の上、最終決定すること。

注記）

２．はつり施工時に内部コンクリートおよび鉄筋状況を確認し、

　　劣化していない範囲を確認した後、断面修復範囲を決定すること。

(注) A3版は表示縮尺の1/2に縮小表示　　

図 面 番 号

図 面 名 称

縮 尺

製図年月日
写図年月日

図示

米子市 都市整備部 道路整備課

令和　　年　　月　　日
令和　　年　　月　　日

市道下和田東4号線
１号橋ほか３橋りょう補修工事

第 7 枚 内 3 号

補修図3



S=1:20

2600

A1A2

9
40

下流側面図・地覆展開図

3
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2
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A2A1

9
40

上流側面図・地覆展開図

3
00

2
50

１．補修寸法は現地実測の上、最終決定すること。

注記）

２．はつり施工時に内部コンクリートおよび鉄筋状況を確認し、

　　劣化していない範囲を確認した後、断面修復範囲を決定すること。

富益崎津3号線　１号橋　補修図（1）

JH3

JH6

JH5

JH11
JH19

JH8

JH9

JH10 JH12

JH13

JH14

JH15 JH16

JH17

JH18

JH2

JH7

JH1

JH4

JD1

JD2

JD3

JD4

JD5

JD6 JD7

断面修復工 S=Free ひび割れ注入工 S=Free

カッター工(10mm)

既設鉄筋

不良部

錆び落とし後防錆ペースト塗布

はつり工

ポリマーセメントモルタル埋め戻し

プライマー塗布

1

2

4

3

5

1
0
m
m
程

度

エポキシ樹脂系注入材3

硬化養生後下地処理4

座金取り付け1

目止めシール2

ひび割れ(0.2mm以上から5.0mm）

(エポキシ樹脂３種）

図 面 番 号

図 面 名 称

縮 尺

製図年月日
写図年月日

図示

米子市 都市整備部 道路整備課

令和　　年　　月　　日
令和　　年　　月　　日

市道下和田東4号線
１号橋ほか３橋りょう補修工事

第 7 枚 内 4 号

補修図4

(注) A3版は表示縮尺の1/2に縮小表示　　

ひびわれ補修工

合計(m)

断面修復工

合計(㎡)

7.30

0.110



S=1:20

橋
　

長
　

2
60

0

床
版

長
　

2
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0

A2

A1
10500

5690

10430

4740

5680 4820

床版下面図

床版分割

木片

床版分割

鉄筋添架D16　L=1000
既設主鉄筋　断面減少のため

1000

床版　鉄筋添架
D16（SD345）L=1000　n=5

注記
鉄筋添架は、鉄筋かぶりを確保するため既設主鉄筋の内側に設置し、
鉄筋露出部から定着長500mmを確保して、断面減少した既設主鉄筋
に結束すること

断面修復工 S=Free

カッター工(10mm)

既設鉄筋

不良部

錆び落とし後防錆ペースト塗布

はつり工

ポリマーセメントモルタル埋め戻し

プライマー塗布

1

2

4

3

5

1
0
m
m
程

度

ひび割れ注入工 S=Free

エポキシ樹脂系注入材3

硬化養生後下地処理4

座金取り付け1

目止めシール2

ひび割れ(0.2mm以上から5.0mm）

(エポキシ樹脂３種）

水切り　L=2.00m
n=1箇所

水切り　L=2.00m
n=1箇所

１．補修寸法は現地実測の上、最終決定すること。

注記）

２. 床版下面の断面修復工は、既設鉄筋は背面まで露出させて

　　モルタル埋め戻しすること。

５．水切り工は、断面修復工の後に施工すること。

３．はつり施工時に内部コンクリートおよび鉄筋状況を確認し、

　　劣化していない範囲を確認した後、断面修復範囲を決定すること。

 0.30m2
   =2.0×0.15

 床版分割部側面
　　チッピング工

４．床版分割部側面チッピング工は、下流側床版側面の平坦な面に対し行うこと。

富益崎津3号線　１号橋　補修図（2）

SH1

SH2

SH3

SH4

SH5

SH6

SH7

SH8

SH9

SH10

SH11

SH17

SH16
SH15

SH14
SH13

SH12

SD1

SD2

SD3 SD7

SD6

SD5

SD4

25

水切り

2
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S＝1:2水切り工詳細図

図 面 番 号

図 面 名 称

縮 尺

製図年月日
写図年月日

図示

米子市 都市整備部 道路整備課

令和　　年　　月　　日
令和　　年　　月　　日

市道下和田東4号線
１号橋ほか３橋りょう補修工事

第 7 枚 内 5 号

補修図5

(注) A3版は表示縮尺の1/2に縮小表示　　

材質：EPD M系ゴム

ひびわれ補修工

合計(m)

断面修復工

合計(㎡)

16.70

1.440



富益崎津3号線　１号橋　補修図（3） S=1:20

下部工正面図

A1橋台

A2橋台

10880

4620 6260

9
40

9
40

44605980

9
40

9
40

床版なし390流入側溝

流入側溝

流入側溝

10490

床版なし260

橋台分割

橋台分割

開口部側面

断面修復工 S=Free ひび割れ注入工 S=Free

セメント系注入材3

硬化養生後下地処理4

座金取り付け1

目止めシール2

ひび割れ(0.2mm以上から5.0mm）

(超微粒子ポリマーセメント）

注記
はつり深さの標準はｔ＝5ｃｍとするが、はつり体積表示（深さ表示）
を示した箇所は、その深さまではつるものとする

１．補修寸法は現地実測の上、最終決定すること。

注記）

２．はつり施工時に内部コンクリートおよび鉄筋状況を確認し、

　　劣化していない範囲を確認した後、断面修復範囲を決定すること。

カッター工
不良部

はつり工

ポリマーセメントモルタル埋め戻し

プライマー塗布

1

2

3

4

【下部工用】 ｔ＝5ｃｍ

貫通ひび割れ補修工 S=Free

500

100 100

70
鉄筋添架D16@500
　　鉄筋長　L

鉄筋添架D16@500　　　　　

　　　　断面修復工t=50mm　　　

　　断面修復工　　

1
005
0

5
0

　　　　　　　　　　　　　　

　　断面修復工　　

カッター工 1

はつり工 2

鉄筋背面かぶりはつり工 3

ポリマーセメントモルタル埋め戻し 4

5

ポリマーセメントモルタル埋め戻し 6

鉄
筋

長
　

　
L
＋

1
0
0

　貫通ひび割れ補修@500　　　　
　L=700　D16鉄筋長600　n=9箇所

　貫通ひび割れ補修@500　　　　
　L=700　D16鉄筋長600　n=6箇所

　貫通ひび割れ補修@500　　　　
　L=850　D16鉄筋長750　n=2箇所

鉄筋背面かぶり

鉄筋前面かぶり

注記
鉄筋かぶりは、水中・土中の70ｍｍを確保するものとする
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KH5

KH6
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KD17

KD18

KD16

0.3×0.3

KD19
KD20 KD21 KD22 KD23 KD24 KD25 KD26 KD27

KD28

KD29

KD30
KD31

図 面 番 号

図 面 名 称

縮 尺

製図年月日
写図年月日

図示

米子市 都市整備部 道路整備課

令和　　年　　月　　日
令和　　年　　月　　日

市道下和田東4号線
１号橋ほか３橋りょう補修工事

第 7 枚 内 6 号

補修図6

(注) A3版は表示縮尺の1/2に縮小表示　　

ひびわれ補修工

合計(m)

断面修復工

合計(㎡)

3.69

0.850



夜見下彦名線　２号橋　補修図

床版下面図 下部工正面図

A1橋台

A2橋台

S=1:20
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5
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床版なし100
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5
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排水孔Φ200

上流側面図

橋　長　2000

桁　長　2000

5
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00

 As

下流側面図

橋　長　2000

桁　長　2000

5
80

2
00

 As
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A1

2
00
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3000

2
00
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床版分割

A2A1 A2 A1

断面修復工 S=Free

錆び落とし後防錆ペースト塗布3

断面修復工 S=Free

【床版用】 ｔ＝5ｃｍ

カッター工
不良部

1

【下部工用】 ｔ＝5ｃｍ

水切り　L=1.60m
n=4箇所

１．補修寸法は現地実測の上、最終決定すること。

注記）

３．床版下面の断面修復工は、既設鉄筋は背面まで露出させて

　　モルタル埋め戻しすること。

５．水切り工は、断面修復工の後に施工すること。

２．床版下面の断面修復工は広範囲にあるため、同時に施工すると

　　通行車両の走行に支障があるため、一度の施工範囲を限定して

　　施工すること。

４．はつり施工時に内部コンクリートおよび鉄筋状況を確認し、

　　劣化していない範囲を確認した後、断面修復範囲を決定すること。
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S＝1:2水切り工詳細図

図 面 番 号

図 面 名 称

縮 尺

製図年月日
写図年月日

図示

米子市 都市整備部 道路整備課

令和　　年　　月　　日
令和　　年　　月　　日

市道下和田東4号線
１号橋ほか３橋りょう補修工事

補修図7

第 7 枚 内 7 号

(注) A3版は表示縮尺の1/2に縮小表示　　

材質：EPD M系ゴム

合計(㎡)

断面修復工（上部工）

3.33

合計(㎡)

断面修復工（下部工）

0.17


